平成28年度　おおさかストップ温暖化賞　実施要領
平成28年９月
１．趣旨
（１）「大阪府温暖化の防止等に関する条例」に基づき、事業活動における温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化に関し、他の模範となる特に優れた取組みをした事業者又は事業所（以下「事業者等」という。）を表彰します。
（２）取組み内容をホームページ等で広く公表することにより、大阪府内事業者等の意欲を高めるとともに、対策の一層の普及促進を図ります。
２．賞の名称及び種類
（１）賞の名称は、「おおさかストップ温暖化賞」とします。
（２）最も優れた取組みを実施した事業者等に、大阪府知事賞が授与されます。

その他優れた取組みを実施した事業者等に優秀賞が授与されます。

	知事賞
	優秀賞

	1事業者等
	６事業者等程度


審査の結果、審査基準の①先進性、②効率性、③有効性、のいずれかにおいて、特筆
すべき取組みを実施している事業者等について「特別賞」が授与されることがあります。
３．対象となる取組み事例
（１） 事業者全体の推進体制の強化による取組
（２） 事業所の社員等全員の協力により実施された取組
（３） 事業所内で使用する機器の運用改善による取組
（４） 工場等の製造プロセスの改善等による取組
（５） 高効率機器や管理システム等の導入による取組
（６） 輸送、物流関連における取組
（７） ESCO事業者等、他の事業者との連携による取組
（８） クレジット等を活用した取組
（９） ＢＥＭＳ導入による取組
４．審査基準　

５．応募方法
（１）応募資格
　①大阪府内に事業所を有する事業者又はその事業所とします。
　　※事業所として応募される場合は、１事業者あたり、１事業所のみとします。
※事業所での応募の場合は、候補事業所で実施した対策を事業者全体へ広げる計画や方針を設けていること。
　②同一の取組みにより既に「おおさか環境賞」の表彰を受けている事業者等は応募できません。
　③次の各号のいずれかに該当する事業者等は受賞対象から除きます。
　　・大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止を受けている事業者等
　　・その他、本賞にふさわしくないと大阪府が判断した事業者等
　　　例）法律や大阪府条例に基づく改善勧告、改善命令、罰則等を受けている事業者等
（２）応募書類と提出方法
　①応募書類の様式と書類名称
	様式
	書類名称

	様式１
	応募申請書・実績概要書（Excel）

	様式２
	取組内容説明書（Word）


②提出方法
応募書類の電子データを下記メールアドレスの「おおさかストップ温暖化賞事務局」宛に提出（件名を『おおさかストップ温暖化賞申込み』としてください）。
　　eneseisaku-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
　　　※提出があった日から1週間以内に到着のご連絡をいたします。１週間を過ぎても連絡
　　　　がない場合は、お手数ですが、事務局（06-6210-9553）までご連絡をお願いします。
③応募期間
平成28年9月14日（水）～平成28年10月14日（金）
６．現地確認
審査・選考の前に、必要に応じて事務局が現地確認を行います。現地確認を実施する事業者等には、事務局から事前に通知致します。
７．審査・選考
　大阪府環境審議会温暖化対策部会による審査を経て大阪府が決定します。
８．審査スケジュール
　 11月　　　　　現地確認（必要に応じて実施します。）
　 11 月～12月　 審査・選考（非公開）
９．審査結果の発表、表彰
　審査・選考後、応募者全員に審査の結果を通知します。なお、受賞者は地球温暖化防止月間（12月）下旬に表彰式を行う予定です。表彰式後に、受賞者の取組み概要を大阪府ホームペー　

ジ上に掲載します。
参考：http://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/ondankaboushi_jourei/stop_ondanka_top.html 
１０．問い合わせ
おおさかストップ温暖化賞事務局
（大阪府 環境農林水産部 エネルギー政策課　温暖化対策グループ）
TEL：06-6210-9553
E-mail: eneseisaku-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
参考資料３





表彰数








（1）削減実績の評価：温室効果ガスの排出削減を実施していること。


（平成27年度実績が平成26年度比１％以上の削減（排出量ベース又は原単位ベース））


（2）取組み内容の評価


温暖化防止等の対策の内容において、次に掲げる観点から優れた取組みを実施し、確実な効果をあげていること。（対策については、過去からの継続的なものも評価の対象とします。）





①先進性　－　技術的に新しく、まだ広く普及していない方法を用いていること。


②効率性　－　コストパフォーマンスの面で優れた方法を用いていること。


③有効性　－　確実な削減効果が得られるうえ汎用性に優れ、他の事業者等にも容易に採用　可能であること。








